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１ 報告書について                          

 ○ 本県教育行政の効果的な推進及び県民への説明を目的とし、「地方教育行政の組織

及び運営に関する法律」の規定に基づき、県教育委員会の権限に属する事務の管理及

び執行の状況について、点検及び評価を実施した。 

 

２ 報告書第１部 教育委員会の活動状況                

 ○ 教育委員会（教育長、教育委員 5 名）は、会議や学校訪問等を実施した。 

  ・会議の開催（定例会 １２回） 

  ・学校等訪問（４校） 

  ・学校行事への出席（記念式典１校、開校式１校、卒業式１０校） 

 ○ 教育委員会の活動内容について、マスコミへの情報提供とともに、広報誌やホーム

ページ等を活用して情報発信を行った。 

 

３ 報告書第２部 「第４期熊本県教育振興基本計画」に関連する教育施策

の実施状況 
 

○ 「第４期熊本県教育振興基本計画」で設定している指標のうち、計画策定時（Ｒ５）

との比較が可能な２４指標※について、策定時と比べ改善した指標は１８指標、横ば

いは１指標、悪化した指標は５指標となった。改善していない指標については、引き

続き目標達成に向け、課題への対応を進めていく。 

※全３２指標のうち、計画策定時（Ｒ５）に指標がない７指標と 8 月算出予定の１指

標を除いた数。 

 

○ 第４期計画中、重点的に取り組む事項については、「重点施策」として１３項目を

掲げており、当該事項については、“★”で示した。 

 

４ 今後のスケジュール                         

  ８月５日  定例教育委員会にて最終評価 

９月議会  報告 

議会後   県ホームページにおいて公表 

  

熊本県教育委員会の点検及び評価報告書（令和６年度対象） 

概 要 

資料３ 
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■指標の動向 

 

【基本的方向性１】家庭・地域の教育力向上

策定時（R5） 目標値（R9） R6実績値 策定時比

55.1% 80% 56.8%

○市町村における家庭教育支援員の配置の割合 9% 50% 11.4%

75% 100% 75%

現状値
なし

100% 91% ―

【基本的方向性２】安全・安心に過ごせる学校づくり

策定時（R5） 目標値（R9） R6実績値 策定時比

現状値
なし

100% 82.9% ―

現状値
なし

100% 55.9% ―

93.6% 100% 96.3%

333人 500人 512人

【基本的方向性３】確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成

策定時（R5） 目標値（R9） R6実績値 策定時比

小学校  74.8%
中学校  73.3%

毎年
前年度を
上回る

小学校  78.3%
中学校  73.7%

 小・国語  87.3%
 小・算数  80.4%
 中・国語  76.5%
 中・数学  66.9%
 中・英語  55.8%

毎年
前年度を
上回る

 小・国語  88.0%
 小・算数  81.3%
 中・国語  81.4%
 中・数学  69.2%
※中・英語は調査なし

86.5% 100% ※8月算出予定 ―

68.4%
毎年

前年度を
上回る

81.1%

   小５  88.7％
   中２  81.3%
   高２  82.0%

毎年
前年度を
上回る

    小５ 88.1%
    中２ 82.1%
    高２ 83.1%

小５

中・高２

指　標　名

★「授業で、課題の解決に向けて、自分で考え、自分か
　ら取り組んでいる」と思う児童生徒の割合（小中学
　校）

○「授業の内容がよく分かる」と思う児童生徒の割合
　（小中学校）

★探究的な学びにおいて、整理や分析を踏まえて、自分
   の考えを分かりやすくまとめ、発表した生徒の割合
 （高等学校）

○熊本県教育委員会や文部科学省が作成した資料（道徳
　科授業力向上手引書・リーフレットやアーカイブ等）
　を活用した研修を行っている学校

○「運動やスポーツをすることが好き、どちらかという
　と好き」と回答した児童生徒の割合

指　標　名

★「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと
　思う」と答えた児童生徒の割合

○いじめを見たり聞いたりしたとき、いじめを受けた児
　童生徒のことを思い、行動することができたと答えた
　児童生徒の割合

★不登校の児童生徒が、教職員だけでなく学校内外の専
　門機関等からの支援を受けている割合（公立小中学
　校）

○不登校を含む児童生徒の校内教育支援センターの利用
　者数

指　標　名

★保護者が家庭教育について学んだ園の割合
（「親の学び」講座等を実施した園の割合）

○市町村における放課後子供教室実施の割合

○スタートカリキュラム※実施後に、入学後の児童の様
　子やスタートカリキュラムの内容について、園等と意
　見交換した小学校の割合
※スタートカリキュラム…幼児期に遊びを通じて育まれてき
　た力を、各教科等における学習に円滑に接続するための小
　学校入学当初のカリキュラム
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【基本的方向性４】障がいや多様なニーズに応える

策定時（R5） 目標値（R9） R6実績値 策定時比

現状値
なし

100%
実績値
なし

―

現状値
なし

100%
実績値
なし

―

89.6% 100% 86.4%

【基本的方向性５】キャリア教育の充実、グローバル人材の育成

策定時（R5） 目標値（R9） R6実績値 策定時比

51.9% 80% 57.7%

46.6% 60% 40.5%

43.1% 60% 43.6%

50.3%
毎年

前年度を
上回る

48.7%

【基本的方向性６】魅力ある学校づくり

策定時（R5） 目標値（R9） R6実績値 策定時比

50校中
26校

（52%）

50校中
40校

（80%）

50校中
30校

（60%）

【基本的方向性７】子供たちの学びを支える環境づくり

策定時（R5） 目標値（R9） R6実績値 策定時比

現状値
なし

100% 99.7% ―

〔県立〕
76.7%

〔市町村立〕
70.0%

〔県立〕
90%

〔市町村立〕
85%

〔県立〕
77.6%

〔市町村立〕
71.7%

〔小学校〕
46.8%

〔中学校〕
43.1%

〔県立高校〕
100%

〔小学校〕
100%

〔中学校〕
100%

〔県立高校〕
100%

〔小学校〕
45.1%

〔中学校〕
41.7%

〔県立高校〕
100%

小・中学

校

県立高校

〔小学校〕
69.8%

〔中学校〕
66.7%

〔県立高校〕
74.6%

〔小学校〕
100%

〔中学校〕
100%

〔県立高校〕
100%

〔小学校〕
71.9%

〔中学校〕
65.8%

〔県立高校〕
84.7%

小学校・

県立高校

中学校

指　標　名

★地元自治体や企業・大学等と連携した教育活動の回数
（年20回）を達成した県立高校の数

○本県教育委員会が実施する「初任者研修」「中堅教諭
　等資質向上研修」を受講し、資質能力の向上に「役
　立った」と回答した教員の割合

指　標　名

○日本語指導が必要な児童生徒のうち学校において特別
   な配慮に基づく指導を受けている者の割合

○小・中・高等学校及び特別支援学校教員が特別支援教
   育の専門性向上に資する研修※を受講した割合
　※令和7年度に配信開始するオンデマンド研修

指　標　名

指　標　名

★就学先決定の過程において、県が作成した資料を活用
   している市町村の割合

○地域（産官学等）と連携し、キャリア教育に関するカ
　リキュラム刷新に取り組んだ県立高校（全日制）の割
　合

★高校３年生でCEFRのA2レベル相当（英検準２級な
　ど）以上を達成した生徒の割合

★中学３年生でCEFRのA1レベル相当（英検３級など）
　以上を達成した生徒の割合

○「熊本の心」を家庭や地域との連携・啓発のために活
　用した小中学校の割合

★時間外在校等時間が月４５時間以内の公立学校の教職
　員の割合（県立・市町村立）

○ ICTを活用した校務の効率化（事務の軽減）の優良事
　例を十分に取り入れている学校の割合

★１人１台端末を授業でほぼ毎日活用している学校の割
　合
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〔小学校〕
49.8%

〔中学校〕
41.4%

〔県立高校〕
48.3%

〔小学校〕
80%

〔中学校〕
80%

〔県立高校〕
80%

〔小学校〕
51.9%

〔中学校〕
39.2%

〔県立高校〕
52.5%

小学校・

県立高校

中学校

22校中
８校

（36%）

22校中
22校

（100%）

22校中
11校

（50%）

【基本的方向性８】文化・スポーツの振興と生涯学習の推進

策定時（R5） 目標値（R9） R6実績値 策定時比

4,500人／年
4,725人／年

(5%増)
8,461人／年
（88%増）

57.3% 70% 55.7%

35位 20位以内 20位

現状値
なし

４年間で
累計８万人

47,206人
／年

―

策定時（R5） 目標値（R9） R6実績値 策定時比

83% 100% 90%

指　標　名

★文化財（国・県指定、国登録）の災害復旧が進んでい
   る割合（令和２年７月豪雨）

指　標　名

○古墳館体験教室の参加者数

★スポーツ実施率（週１回30分以上運動する割合）

○国民スポーツ大会男女総合順位

○こども本の森　熊本の入館者数

【基本的方向性９】災害からの復旧・復興

○児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題
　に取り組む場面で１人１台端末を使用（週３回以上）
　させている学校の割合

○県立学校施設長寿命化プランに基づく県立学校の長寿
　命化改修事業着手済校数
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■令和６年度の取組の概要 

令和６年度の主な取組 課題・今後の方向性 

【基本的方向性１】家庭・地域の教育力向上 

・就学前施設における「親の学び」講座の普

及を図るため、「親の学び」推進園を指定。推

進園を核に講座の普及を図った。 

・実施率向上のために、連携協定を基盤

に「親の学び」推進園の指定増加を図

る。また、確実な講座実施につなげる。 

・幼保等と小学校との連携・接続に向け、セ

ミナーの開催や必要な取組をまとめた「くま

もとスタンダード」の改定・周知を行った。 

・連携協議会や小学校に幼児教育スーパーバ

イザーを派遣し、就学前教育の充実と小学校

教育との連携強化を図った。 

・引き続き、幼児教育スーパーバイザー

の派遣を行うとともに、「くまもとスタ

ンダード」等を活用した情報発信、各種

研修の充実を図る。 

【基本的方向性２】安全・安心に過ごせる学校づくり 

・いじめ対応として、情報集約担当者向け研

修を実施したほか、スクールロイヤーの活用

を図った。また、県立学校において「いじめ

匿名連絡サイト（スクールサイン）」の運用と

生徒への周知徹底を行った。 

・児童生徒が安心して学校に相談でき

る体制の構築・充実を図るとともに、援

助希求能力を育成する。 

・スクールカウンセラーやスクールソーシャ

ルワーカー等の専門家と連携し、不登校児童

生徒への早期支援の充実を図った。また、補

助事業の実施により、市町村における校内教

育支援センターの設置促進を図った。 

・欠席１０日に達する前に学校内外の

専門機関と連携し、支援をつなぐ「愛の

１・２・３運動＋１」の取組の更なる推

進を図る。 

・市町村教育委員会が新規設置する校

内教育支援センター（スペシャルサポ

ートルーム）の支援員配置の補助を行

う。 

【基本的方向性３】確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成 

・学力向上アドバイザー配置やスクールアシ

ストによる学校及び教員への伴走型支援、ス

ーパーティーチャーの活用、「熊本の学び」わ

くわくサークル等による授業力の向上の取

組を充実させた。 

・「熊本の学び」プロジェクト校への伴

走型支援やオンラインを活用した研

修、学力向上アドバイザー等の活用に

より、教員が学びの主体となる研修等

の充実を図り、教員の授業力の向上に

取り組む。 

・県学力・学習状況調査を実施し、児童生徒

には、一人一人に応じたアドバイス等を示し

た個人票や課題を克服する学習プリントの

提供、教員には、結果分析や授業改善に活用

できる資料を提供するなど、調査実施後の課

題克服の取組を充実させた。 

・調査結果を基に、課題改善についての

検証を行い、個人票と課題に応じた学

習プリントを活用し克服状況の確認を

行いながら児童生徒一人一人に応じた

対応の徹底を図り、誰一人取り残さな

い学びの保障に取り組む。なお、調査結
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果の検証に当たって、専門機関への相

談を検討する。 

・SSH（スーパーサイエンスハイスクール）

指定校や学力向上研究指定校の取組の普及

を行い、教育課程研究協議会や学校訪問等の

機会を通じて、指導・助言を行った。 

・全ての教科・科目等において探究的な

学びの充実を図ることができるよう、

研究指定校の取組の普及や指導・助言

を行う。 

・全国・県の体力テストの結果分析を踏まえ、

体力向上取組事例集を作成し、各学校に配付

した。また、体育の授業をはじめ教育活動全

体においてＰＤＣＡサイクルによる体力向

上の取組が推進されるよう指導した。 

・子供たちの体力向上、運動の日常化・

習慣化を図るため、児童生徒の運動や

スポーツに対する意識の向上を図りな

がら、好事例の発信や指導・助言を行

う。 

【基本的方向性４】障がいや多様な教育的ニーズに応える 

・誰もが的確に学びの場を検討・判断するこ

とができる共通の考え方・仕組（補助資料）

について、案を作成し、モデル地域における

試用・評価を行った。 

・より適切な学びの場の選択に向け、市

町村教育委員会をサポートする「就学

等支援アドバイザー」の効果的な活用

や、学びの場の選択に有用な情報の提

供を行う。 

・令和７年度研修開始に向け、通常の学級を

担当する教員等を対象としたオンデマンド

コンテンツを作成し、既存のコンテンツと組

み合わせた研修プログラムの開発を行った。 

・通常の学級を担当する教員を対象に

特別な教育支援が必要な児童生徒に対

する指導の工夫や合理的配慮について

の研修を実施し、指導力の向上を図る。 

・日本語指導の充実に向けた指導者の育成、

相談窓口の設置及び日本語指導員の養成・派

遣を実施した。 

・教員や日本語指導員の研修の機会を

確保するとともに、受入れ体制や支援

の一層の充実を図る取組を推進する。 

【基本的方向性５】キャリア教育の充実、グローバル人材の育成 

・地域（産官学等）と連携し、県立高校（全

日制）において、57.7％の高校で、キャリア

教育に関するカリキュラム刷新に取り組ん

だ。 

・産業界と連携したキャリア教育充実の取組

みとして、マイスターハイスクール事業を実

施するとともに、半導体人材育成事業を推進

し、延べ 5,365 人の生徒が参加した。 

・マイスターハイスクールを基軸とし

た、県内産業界と連携した各校のキャ

リア教育の推進を後押しする。 

・県立高校の生徒・教職員の半導体産業

に対する理解や興味関心を向上させ、

県産業を支える人材育成とＵＩＪター

ンにつながる素地づくりを推進する。 

・学校訪問及び教員向け研修を通して教員の

指導力向上に努めた。生徒向けの英語による

発信力強化を目的としたワークショップを

実施し、生徒の英語力向上を図った。 

・CEFR A2 レベルの英語力を有する

生徒の割合を増やすため、引き続き、学

校訪問を実施し、言語活動の現状等授

業改善のための指導・助言を行う。 
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・英語外部検定試験受験料に係る市町村への

補助や非課税世帯への受験料補助を実施し

た。 

・英語外部検定試験への生徒の挑戦を

支援する取組を進めるとともに、児童

生徒の英語力向上に向けた教員研修等

の充実を図る。 

【基本的方向性６】魅力ある学校づくり 

・熊本スーパーハイスクール構想に基づ

き、45校48課程を県指定事業化したほ

か、「第３回県立高校学びの祭典」を開催

するなど、あり方提言を踏まえた県立高校

魅力化の14の取組を推進した。 

・県立高校あり方検討会からの提言

（令和7年8月頃予定）を踏まえ、新

たな「県立高校のあり方に関する基本

方針及び実施計画」を策定する。 

【基本的方向性７】子供たちの学びを支える環境づくり 

・教員の人材確保を図るため、大学訪問や

Youtube 等による広報活動等を通して本県

教員の魅力を積極的に発信した。 

・県内外の大学訪問や大学等との連携

強化を図り、教員確保につなげていく。 

・教職員に求められる資質育成のため、各種

研修を工夫・改善し、有用感の高い研修を実

施した。 

・教育課題の変化に対応し、教師の自走

を支える研修を通じて、資質・能力と指

導力の向上を図る。 

・民間コンサルタントによる、モデル学校の

働き方改革に係る阻害要因調査を行い、働き

方改革支援アドバイザーを派遣した。 

・学校業務改善ハンドブック及び事例

集を活用し、各学校における働き方改

革の取組みを推進する。 

・文書事務のＲＰＡを全県立学校へ導入し、

デジタル化・ペーパーレス化による校務の効

率化を図った。 

・校務支援システムの見直しや各種シ

ステム・ＩＣＴを活用した更なる校務

の効率化を推進する。 

・県立学校及び市町村立学校の１人１台端末

について共同調達等により更新を行った。 

・県立学校及び市町村立学校の１人１

台端末の更新について、計画的かつ適

切に進めることにより、１人１台端末

の環境を確保する。 

・経済的理由により修学が困難な高校生等を

支援するため、育英資金を貸与した。 

・低所得世帯に属する高校生等に対して教育

費（授業料以外の教科書費等）の負担軽減を

図るため、給付金を支給した。 

・育英資金の返還が困難となる者がい

るため、返還の仕組みを含め、制度周知

を継続する。 

・入学費用等を緊急に必要とする低所

得世帯もあることから、新入生に対す

る早期給付を引き続き実施する。 

【基本的方向性８】文化・スポーツの振興と生涯学習の推進 

・古墳館で定期体験教室、移動体験教室、来

館しての体験活動等を実施した。 

・体験活動の要望に応えるため、継続し

て取り組みを進めていく。 
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・美術館で展覧会や体験型ワークショップ等

を実施し、県民が文化に親しむ機会を提供し

た。 

・鑑賞ツール「熊本県立美術館アートカード」

を学校教育等でも活用できるよう、館内外で

の研修開催等を通じて広めた。 

・SNS 等インターネットコンテンツの充実

を図り、美術館の魅力を広く発信した。 

・コレクション展の充実、魅力ある展覧

会を開催するとともに、体験型ワーク

ショップ等の教育普及事業を強化して

いく。 

・鑑賞ツール「熊本県立美術館アートカ

ード」について、出前講座の実施や HP

への掲載等、活用しやすい環境づくり

に努める。 

・「細川・美術館コレクション展」を２回開催

し、永青文庫の重要文化財等の名品を紹介し

た。 

・横山大観《雲去来》の修復を実施した（令

和６～７年度の 2 か年で修復予定）。 

・「細川・美術館コレクション展」を３

回開催し、永青文庫所蔵の細川家文書

や宮本武蔵関係の新出資料などを紹介

する。 

・《雲去来》については、令和７年度の

修復完了に向け、引き続き修復を行う。

令和８年度には、コレクション展にて、

修復後の初公開を予定している。 

・貴重資料のデジタル化へ継続して取り組む

とともに、「くまもとデジタルギャラリー」の

充実を図った。 

・肥後藩絵図のデジタル化など活用の

場が更に広がる取組を行う。 

・総合型地域スポーツクラブの育成及び支援

に向け、関係機関と連携し、指導者育成や巡

回指導訪問、クラブ間交流事業の推進等、取

組みの充実を図った。 

・総合型地域スポーツクラブの更なる

充実を図るため、指導者の育成及び活

動内容の充実に向けた継続的な支援に

取り組む。 

・国民スポーツ大会での目標達成に向け、各

競技団体と連携した競技力向上に係る研修

会を実施した。 

・各競技団体の目標達成に向けた現状

分析や強化対策等への更なる支援の充

実を図る。 

【基本的方向性９】災害からの復旧・復興 

・令和２年７月豪雨で被災した文化財

（国・県指定、国登録）は、復旧対象４２

件のうち３８件が復旧した。 

・引き続き、文化財（国指定、国登

録）の災害復旧を進める。 

【基本的方向性１０】子供からの意見聴取・対話 

・「第４期熊本県教育振興基本計画」の策定

に当たり、熊本県内の子供たちを対象とし

た、アンケート調査を実施。回答の傾向を踏

まえ、計画に反映した。 

・子供からの意見聴取については、計画

策定時だけでなく、必要に応じ、計画評

価の段階での実施も検討していく。 

 


